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近畿大学と民俗学

付
　
　
録

民
俗
学
研
究
所
第
三
〇
回
公
開
講
演
会

文
芸
学
部
設
立
三
〇
周
年
記
念
事
業
講
演
会

　
日
時
　
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
三
日
（
火
）
一
五
時
〜
一
六
時
三
〇
分

　
会
場
　
近
畿
大
学
２
号
館
実
学
ホ
ー
ル

　
講
師
　
近
畿
大
学
名
誉
教
授
・
元
民
俗
学
研
究
所
所
長
・
文
化
功
労
者
　
野
本
寛
一 

氏

　
演
題
　
近
畿
大
学
と
民
俗
学

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
　
藤
井
弘
章
（
近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
授
）

　
主
催
：
近
畿
大
学
文
芸
学
部
・
民
俗
学
研
究
所

　
参
加
者
：
教
職
員
・
大
学
院
生
・
学
生
・
卒
業
生
・
一
般
の
方
　
約
二
〇
〇
名

野

　本

　寛

　一

　「近
畿
大
学
と
民
俗
学
」

（
講
演
内
容
）

　
野
本
寛
一
氏
は
、
精
力
的
に
民
俗
調
査
を
続
け
ら
れ
、
環
境
民
俗
学
を
提
唱
さ
れ
た
民
俗

学
者
で
あ
る
。
国
か
ら
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
、
ま
た
、
叙
勲
さ
れ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
野
本
氏
は
近
畿
大
学
に
お
い
て
、
民
俗
学
研
究
所
の
立
ち
上
げ
か
ら
尽
力
さ

れ
、
二
代
目
所
長
を
長
年
務
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
文
芸
学
部
に
お
い
て
民
俗
学
の
教
育
に
も

尽
力
さ
れ
た
。
現
在
で
は
近
畿
大
学
は
西
日
本
に
お
け
る
民
俗
学
研
究
・
教
育
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
、
当
初
か
ら
の
経
緯
を
よ
く

知
っ
て
い
る
野
本
寛
一
氏
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
世
耕
政
隆
氏
（
元
近
大
総
長
・
理
事

長
）
や
谷
川
健
一
氏
（
研
究
所
初
代
所
長
・
文
化
功
労
者
）
を
は
じ
め
、
近
畿
大
学
の
民
俗

学
研
究
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
方
々
の
功
績
に
ふ
れ
つ
つ
、
近
畿
大
学
文
芸
学
部
の
卒
業
生

で
民
俗
研
究
に
お
い
て
活
躍
す
る
卒
業
生
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た
だ
い
た
。
現
在
の
教
職

員
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
自
校
学
習
と
し
て
も
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 

（
文
責
　
藤
井
弘
章
）

講演中の野本氏
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近畿大学と民俗学

講演会で写された世耕政隆氏の写真 講演会の会場

谷川健一氏（左）と若いころの野本氏（右）

調査風景

民俗文化

調査風景
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執筆者紹介

網
伸
也
（
あ
み
　
の
ぶ
や
）

　
一
九
六
三
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
授
、
同
民
俗
学
研
究
所
所
長
。

『
平
安
京
造
営
と
古
代
律
令
国
家
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、『
経
塚
考
古
学
論
攷
』（
共

著
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、『
仁
明
朝
史
の
研
究
―
承
和
転
換
期
と
そ
の
周
辺
―
』

（
共
著
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、『
シ
リ
ー
ズ
古
代
史
を
ひ
ら
く
　
古
代
の
都
』（
共

著
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）、『
古
代
寺
院
史
の
研
究
』（
共
著
、
思
文
閣
書
店
、
二
〇

一
九
年
）、
な
ど
。

大
脇
潔
（
お
お
わ
き
　
き
よ
し
）

　
一
九
四
七
年
、
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ス
ト
、
元
近
畿
大
学

文
芸
学
部
教
授
、
民
俗
学
研
究
所
第
三
代
所
長
。「
み
ち
の
く
甍
紀
行
―
宮
城
・
福
島
県
の

被
災
地
を
歩
い
て
―
」（『
民
俗
文
化
』
二
五
、
二
〇
一
三
年
）、「
七
世
紀
の
瓦
生
産
―
花

組
・
星
組
か
ら
荒
坂
組
ま
で
―
」（『
古
代
』
一
四
一
、
早
稲
田
大
学
考
古
学
会
、
二
〇
一
八

年
）、「
堂
内
荘
厳
の
考
古
学
―
緑
釉
波
紋
塼
と
塼
仏
か
ら
―
」（『
古
代
寺
院
史
の
研
究
』
共

著
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、
な
ど
。

小
野
雄
祐
（
お
の
　
ゆ
う
す
け
）

　
一
九
九
三
年
、
大
阪
市
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
修
了
生
。
八
洲
学

園
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
。

鞍
雄
介
（
く
ら
　
ゆ
う
す
け
）

　
一
九
八
一
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
教
頭
。『
真
国
川
流
域
の
納

豆
文
化
』（
高
野
文
化
圏
研
究
会
、
二
〇
一
四
）『
和
歌
山
に
納
豆
が
！
？
〜
地
域
を
耕
し
生

徒
が
育
つ
〜
』（
紀
陽
銀
行
、
二
〇
一
八
年
）、『
元
天
然
記
念
物
葡
萄
櫨
の
原
木
発
見
記
』

（
和
歌
山
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
八
年
）、
な
ど
。

胡
桃
沢
勘
司
（
く
る
み
さ
わ
　
か
ん
じ
）

　
一
九
五
一
年
、
長
野
県
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
名
誉
教
授
、
民
俗
学
研
究
所
第
四
代
所
長
。

『
西
日
本
庶
民
交
易
史
の
研
究
』（
文
献
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
牛
方
・
ボ
ッ
カ
と
海
産
物

移
入
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、『
近
世
海
運
民
俗
史
研
究
　
―
逆
流
海
上
の
道
―
』

（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、『
押
送
船
―
江
戸
時
代
の
小
型
快
速
船
』（
岩
田
書
院
、

二
〇
一
八
年
）、
な
ど
。

新
谷
和
之
（
し
ん
や
　
か
ず
ゆ
き
）

　
一
九
八
五
年
、
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
文
芸
学
部
特
任
講
師
、
同
民
俗
学
研
究
所

所
員
。『
戦
国
期
六
角
氏
権
力
と
地
域
社
会
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、『
戦
国
時
代

の
大
名
と
国
衆
』（
共
著
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、『
近
江
六
角
氏
』（
編
著
、
戎
光

祥
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、「
成
立
期
和
歌
山
城
の
政
治
的
意
義
―
豊
臣
政
権
の
「
統
一
」
事

業
と
の
関
わ
り
か
ら
―
」（『
研
究
紀
要
』
二
八
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）、

な
ど
。

執
筆
者
紹
介
（
五
十
音
順
）


